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は
じ
め
に

令
和
５
年
度
よ
り
、
日
本
計
量
機
器

工
業
連
合
会
（
計
工
連
）
の
新
た
な
取

組
み
と
し
て
、„
温
度
計
測
・
熱
物
性

研
究
会
＂
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
計
工

連
で
は
、
質
量
・
長
さ
・
流
量
な
ど
を
中

心
と
し
て
、
計
量
計
測
機
器
の
高
度
化
や

計
量
標
準
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
・
法
定

計
量
・
標
準
化
な
ど
に
関
す
る
幅
広
い

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。„
温
度
計

測
・
熱
物
性
研
究
会
＂
が
、
新
た
な
産

„
温
度
計
測
・熱物

性
研
究
会
＂

学
協
力
の
場
と
な
り
、

計
測
技
術
の
発
展
や

問
題
解
決
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
関
係
者

一
同
協
力
し
て
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

研
究
会
設
置
の
経

緯
計
工
連
で
の
温
度

計
測
・
熱
物
性
研
究

会
の
前
身
と
し
て
、

日
本
学
術
振
興
会
産

学
協
力
研
究
委
員
会 

産
業
計
測
第
36
委
員

会 

温
度
計
測
分
科

会
の
活
動
が
あ
り
ま

し
た
。

我
が
国
に
お
け
る

温
度
計
測
技
術
に
関

す
る
組
織
的
取
組
み
と
し
て
、
１
９
３

６
年
（
昭
和
11
年
）
日
本
学
術
振
興
会

に
「
製
鋼
第
19
委
員
会
第
２
分
科
会
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
社
会
情

勢
の
下
、
産
・
学
・
官
・
軍
の
協
力
に

よ
り
、
高
品
質
な
鉄
鋼
材
料
・
プ
ロ
セ

ス
技
術
開
発
が
推
進
さ
れ
、
製
鋼
プ
ロ

セ
ス
に
重
要
な
温
度
計
測
に
関
し
て
、

製
鋼
第
19
委
員
会
第
２
分
科
会
と
し
て

30
名
程
度
の
専
門
家
が
参
加
し
て
活
動

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
取
組
み
と

し
て
、
国
際
温
度
目
盛
（IT

S
-27

）
の

国
内
導
入
や
目
視
式
の
光
高
温
計
に
よ

る
溶
鋼
温
度
測
定
方
法
・
校
正
技
術
の

検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
1）

。

第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
学
振
第
17

特
別
委
員
会
「
不
足
資
源
問
題
速
決
特

別
委
員
会
」
の
第
２
分
科
会
と
し
て
改

組
さ
れ
、
輸
入
資
源
に
依
存
す
る
白
金

熱
電
対
を
節
約
す
る
た
め
の
熱
電
式
高

温
計
の
研
究
（
１
９
４
１
年
）
な
ど
が

テ
ー
マ
と
さ
れ
、
白
金-

ロ
ジ
ウ
ム
熱

電
対
の
素
線
径
を
で
き
る
だ
け
細
く
す

る
研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
製
鋼
第
19
委
員
会
第
２
分
科

会
と
し
て
、
産
学
協
力
に
よ
る
新
た
な

活
動
が
開
始
さ
れ
、
鉄
鋼
業
を
中
心
と

し
た
高
温
計
測
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
熱
電
対
や
放
射
温
度
計
に
関
す
る

技
術
開
発
や
校
正
・
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
９

６
３
年
（
昭
和
38
年
）
に
は
、1555℃

付
近
で
の
パ
ラ
ジ
ウ
ム
線
溶
融
法
に
よ

る
熱
電
対
校
正
方
法
を
学
振
法
と
し
て

制
定
し
、
産
業
現
場
に
お
け
る
測
温
精

度
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
放
射
温

度
計
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
目
視

式
の
光
高
温
計
か
ら
シ
リ
コ
ン
フ
ォ
ト

ダ
イ
オ
ー
ド
を
検
出
器
と
す
る
放
射
温

度
計
の
普
及
拡
大
に
伴
い
、
１
９
８
０

年
か
ら
、
鉄
鋼
・
温
度
計
メ
ー
カ
ー
10

社
程
度
が
参
加
し
て
放
射
温
度
計
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
共
同
研
究
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
計
量
研
究
所（
現
：

産
総
研
計
量
標
準
総
合
セ
ン
タ
ー
）
が

開
発
し
た
実
用
型
定
点
黒
体
炉
と
シ
リ

温度計測・熱物性研究会 委員長
国立研究開発法人産業技術総合研究所
計量標準総合センター 分析計測標準研究部門
研究部門長

石井　順太郎
Ishii Juntaro
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コ
ン
単
色
放
射
温
度
計
を
用
い
た
校
正

方
法
や
標
準
管
理
技
術
に
つ
い
て
の
検

証
実
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
現
在
の
Ｊ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
系
の
基
盤

と
な
る
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

製
鋼
第
19
委
員
会
第
２
分
科
会
と
し

て
、
１
９
９
４
年
ま
で
の
58
年
間
に
計

１
６
６
回
の
研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど

多
く
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

製
鋼
第
19
委
員
会
の
再
編
に
伴
い
、
鉄

鋼
業
に
お
け
る
温
度
計
測
技
術
を
よ
り

広
範
な
産
業
計
測
に
展
開
す
る
た
め
、

１
９
９
４
年
７
月
よ
り
、
新
た
に
産
業

計
測
第
36
委
員
会
に
温
度
計
測
分
科
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
温
度
計
測
分
科

会
で
は
、
放
射
測
温
に
不
可
欠
な
鉄
鋼

材
料
の
放
射
率
デ
ー
タ
に
関
す
る
調
査

研
究
が
進
め
ら
れ
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
各

社
の
協
力
の
も
と
、
計
量
研
究
所
に
お

い
て
、
多
波
長
分
光
放
射
率
計
測
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
こ
れ
ら
に
よ
る
鉄
鋼
材

料
放
射
率
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
の
構
築
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
3）

。
こ

の
取
組
は
、
産
総
研
の
分
散
型
熱
物
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

２
０
０
０
年
代
に
は
、
高
温
域
熱
電

対
調
査
研
究
と
し
て
、
産
総
研
で
開
発

さ
れ
た
コ
バ
ル
ト-

炭
素
共
晶
点

（1324℃

）
と
純
金
属
（P

t/P
d

）
熱

電
対
に
よ
る
校
正
技
術
を
検
証
し
、

1300℃

付
近
に
お
け
る
熱
電
対
校
正

の
不
確
か
さ
を
従
来
の
１
／
４
程
度
ま

で
低
減
可
能
な
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま

す
。
こ
の
成
果
は
、
既
に
紹
介
し
た
Pd

線
溶
融
法
と
併
せ
て
、
産
業
界
で
広
く

利
用
さ
れ
る
高
温
域
熱
電
対
に
よ
る
温

度
計
測
の
信
頼
性
向
上
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
代
に

は
、
産
業
計
測
現
場
で
普
及
し
て
い
る

２
色
式
放
射
温
度
計
に
関
し
て
、
利
用

実
態
の
調
査
を
は
じ
め
、
性
能
指
標
や

校
正
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

に
取
組
み
、
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策

定
し
て
い
ま
す
5）

。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
含
め
、
現
在
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
で
の
国
際

標
準
化
に
向
け
た
提
案
・
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
、

室
温
域
の
非
接
触
温
度
計
と
し
て
利
用

が
拡
大
し
て
い
る
熱
赤
外
波
長
域
放
射

温
度
計
の
調
査
研
究
と
し
て
、
放
射
温

度
計
メ
ー
カ
ー
・
校
正
機
関
・
ユ
ー
ザ

ー
企
業
な
ど
が
参
加
し
て
、
持
ち
回
り

比
較
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
比
較
実

験
に
よ
り
、
参
照
標
準
や
校
正
方
法
・

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ソ
ー
ス
の
違
い
な

ど
に
よ
る
校
正
デ
ー
タ
へ
の
影
響
な

ど
、
熱
画
像
装
置
等
を
含
め
た
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
度
化
に
向
け
た
貴
重

な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
6）

。

あ
ら
た
な
温
度
計
測
・
熱
物
性
研
究

会
の
発
足

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
日
本

学
術
振
興
会
で
の
研
究
会
（
分
科
会
）

活
動
は
、
80
年
以
上
に
渡
り
、
温
度
計

測
技
術
に
お
け
る
産
学
連
携
の
場
と
し

て
役
割
を
果
た
し
、
産
業
界
へ
貢
献
し

て
き
ま
し
た
が
、
日
本
学
術
振
興
会
産

学
協
力
研
究
委
員
会
の
制
度
見
直
し
を

契
機
と
し
て
、
２
０
２
３
年
３
月
の
合

同
研
究
会
を
最
終
回
と
し
て
活
動
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

分
科
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
「
技
術
の
新

規
性
や
公
開
性
を
重
視
す
る
学
会
活
動

等
と
も
異
な
り
、
産
業
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
情
報
交
換
や
調
査
研
究
な
ど
を
実

施
す
る
場
と
し
て
の
有
用
性
及
び
、
分

科
会
で
構
築
さ
れ
た
技
術
・
情
報
・
人

材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
失
う
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
産
業
界
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
協
力
・

共
創
の
拡
大
を
目
指
し
た
い
」
と
い
う

意
見
を
得
て
、
新
た
な
研
究
会
の
設
置

に
つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
、
２
０
２
３

年
度
よ
り
、
計
工
連
に
温
度
計
測
・
熱

物
性
研
究
会
を
発
足
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
小
島
専
務
理
事
を
は
じ
め
と
し
て
、

研
究
会
の
発
足
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
会
で
は
、
温
度
計
測
技
術
と
も

親
和
性
の
高
い
„
熱
物
性
＂
を
新
た
な

ス
コ
ー
プ
に
加
え
、
関
係
企
業
の
皆
様

に
も
参
加
頂
き
な
が
ら
、
産
業
界
の
ニ

ー
ズ
・
課
題
に
対
応
し
た
研
究
会
や
調

査
研
究
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
余
談
と
な
り
ま
す
が
、

熱
物
性
で
は
「
計
測
技
術
と
デ
ー
タ
」

の
２
つ
の
視
点
を
意
識
し
て
、
名
称
を

„
温
度
計
測
・
熱
物
性
研
究
会
＂
と
し

て
お
り
ま
す
。

新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年

度
は
２
回
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
温
度
・
熱
物
性
の
標
準
技
術
や
先

端
研
究
、
企
業
で
の
技
術
や
製
品
の
開

発
事
例
と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
績
も
成
果
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
の
研
究
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
計
工

連
の
皆
様
に
も
私
共
の
活
動
を
ご
理
解

頂
き
、
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
研
究
会
の
活
動
に
ご
興
味
の
あ
る

会
員
企
業
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
、
事
務
局
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
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特集　「湿度、水分計測・センサ研究会」創立40周年

特集はかる
153 「湿度、水分計測・センサ研究会」

創立40周年

阿部　恒
Abe Hisashi

湿度、水分計測・センサ研究会 会長
国立研究開発法人産業技術総合研究所　計量標準総合センター

物質計測標準研究部門　ガス・湿度標準研究グループ
上級主任研究員

１
．
は
じ
め
に

「
湿
度
、水
分
計
測
・
セ
ン
サ
研
究
会
」

は
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
湿
度
と

水
分
の
計
測
技
術
や
セ
ン
サ
技
術
に
関

す
る
情
報
交
換
及
び
議
論
を
行
う
研
究

会
で
す
。
２
０
２
４
年
６
月
で
創
立
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。

当
研
究
会
の
前
身
で
あ
る
「
湿
度
セ

ン
サ
研
究
会
」
は
湿
度
計
測
に
関
わ
る

メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
相
互
理
解
を

図
る
目
的
で
発
足
し
、
そ
の
第
１
回
が

１
９
８
４
年
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
１
９
８
７
年
４
月
に
名

称
を「
湿
度
計
測
・
セ
ン
サ
研
究
会
」に
、

そ
し
て
１
９
９
２
年
７
月
に
は
現
在
の

湿
度
、
水
分
計
測
・
セ
ン
サ
研
究
会
に

変
更
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
つ
の
名

称
の
研
究
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
26

回
、
36
回
、
１
１
５
回
の
研
究
会
を
開

催
し
て
お
り
、
合
計
で
１
７
７
回
を
数

え
ま
す
（
２
０
２
４
年
３
月
現
在
）。

当
研
究
会
は
、
民
間
企
業
、
大
学
、

国
立
研
究
機
関
の
湿
度
関
係
者
が
定
期

的
に
一
堂
に
会
す
る
国
内
唯
一
の
研
究

会
で
す
。
現
在
の
会
員
一
覧
を
表
１
に

示
し
ま
す
。
24
の
機
関
・
企
業
が
参
加

表 1　会員一覧

（国研）産業技術総合研究所＊ ㈱テクトロニクス & フルーク

静岡大学＊ ㈱テクネ計測

（地独）東京都立産業技術研究センター＊ ㈱テレマックス

アズビル㈱＊ トウプラスエンジニアリング㈱

エスペック㈱＊ 日本電気計器検定所（JEMIC）

三興コントロール㈱＊ （一財）日本品質保証機構（JQA）

神栄テクノロジー㈱＊ 日本ベーカーヒューズ㈱

㈱第一科学＊ 日本冶金化学工業㈱

㈱チノー＊ ㈱ビートセンシング

ヴァイサラ㈱ マイクロ・イクイップメント㈱

㈱ケツト科学研究所 ミッシェルジャパン㈱

TDK ㈱ 千葉工業大学
＊研究会幹事
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し
て
い
ま
す
。
う
ち
企
業
会
員
は
20
社

で
す
。

２
．
活
動
紹
介

当
研
究
会
の
主
な
活
動
は
年
４
回
開

催
し
て
い
る
定
期
研
究
会
と
な
り
ま
す

（
通
常
１
月
、
４
月
、
７
月
、
10
月
に

開
催
）。
こ
の
定
期
研
究
会
で
は
毎
回

２
件
程
度
、
合
計
約
２
時
間
の
講
演
を

行
い
ま
す
。研
究
会
外
部
の
民
間
企
業
・

大
学
・
公
的
研
究
機
関
の
湿
度
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
湿
度
・
水
分
の
計
測
技
術
や
計
測

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
最
新
の
話
題
を
ご
提

供
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
方

に
は
最
近
の
研
究
及
び
技
術
開
発
の
成

果
や
製
品
紹
介
等
を
適
時
行
っ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

年
４
回
の
う
ち
の
２
回
は
研
究
会
終

了
後
に
懇
親
会
を
開
催
し
て
お
り
（
４

月
と
10
月
）、
会
員
同
士
の
交
流
の
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催
場
所
は
通
常

は
東
京
都
内
で
、
開
催
日
時
は
平
日
の

午
後
３
時
〜
５
時
と
し
て
い
ま
す
。
研

究
会
の
開
始
前
に
毎
回
幹
事
会
が
開
か

れ
、
そ
こ
で
は
今
後
の
講
演
テ
ー
マ
や

講
師
の
選
定
、
研
究
会
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
研
究
会
以
外
で
は
、
２
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
計
量
計
測
展

（IN
T
E
R
M
E
A
S
U
R
E

）
へ
の
出
展
を

行
っ
て
い
ま
す
。

専
用
の
ブ
ー
ス
を

毎
回
設
け
て
研
究

会
の
紹
介
パ
ネ
ル

を
展
示
し
、
ま
た

会
員
企
業
の
製
品

展
示
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
も
行

い
ま
す
。

こ
の
10
年
間

の
他
の
活
動
と

し
ま
し
て
は
、

２
０
１
９
年
２
月

に
第
１
０
０
回
の

記
念
研
究
会
を
茨

城
県
つ
く
ば
市
で

開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
２
日
間

に
渡
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
初
日
は
ホ
テ

ル
の
会
議
場
を
借

り
て
の
講
演
会
と

そ
の
夜
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
、
二
日
目
は

気
象
庁
気
象
研
究
所
（
気
象
研
）
と
産

業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

気
象
研
で
は
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
の
飛
揚INTERMEASURE 2022 への出展
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や
風
洞
装
置
等
の
見
学
を
し
、
産
総
研

で
は
高
湿
度
、
低
湿
度
、
微
量
水
分
の

そ
れ
ぞ
れ
の
一
次
標
準
（
国
家
標
準
）

の
発
生
装
置
を
見
学
し
ま
し
た
。

３
．
過
去
の
講
演
テ
ー
マ

研
究
会
の
過
去
の
記
録
を
調
べ
ま

す
と
、
研
究
会
が
立
ち
上
が
っ
た
初

期
の
頃
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
高
分

子
を
用
い
た
感
湿
素
子
等
の
セ
ン
サ

開
発
に
関
す
る
講
演
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
産
業
計
測
、
環
境

計
測
、
気
象
計
測
、
計
測
の
信
頼
性

と
い
っ
た
湿
度
が
関
係
す
る
よ
り
幅

広
い
テ
ー
マ
の
講
演
が
順
調
に
増
え

て
い
き
ま
す
。

近
年
は
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
向
け
の
水
分
計
測
に
関
す
る
講

演
や
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
も
含
め
た

気
象
観
測
に
関
係
し
た
講
演
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湿
度
・
水
分
計

測
が
関
係
す
る
国
際
会
議
や
国
際
展
示

会
の
参
加
報
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
現
在
か
ら
２
０
１
８

年
ま
で
の
講
演
テ
ー
マ
を
表
２
に
示

し
ま
す
。
２
０
２
１
年
と
２
０
２
０
年

表 2　過去の講演テーマ（現在〜 2018 年）

開催年 月日 研究会 講演テーマ 講演者

2024 年 1 月 24 日 115 回 ドップラーライダーの紹介

CRDS を用いた微量水分測定

平方　宏治（英弘精機）

橋口　幸治（産総研）

2023 年 10 月 31 日 114 回 ウェットプロセスによるウルトラハ
イバリア膜の開発

エスペックのご紹介と湿度測定で助
けて

硯里　善幸（山形大）

大浦　修一（エスペック）

ラジオゾンデの飛揚風景高湿度の国家標準器
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開催年 月日 研究会 講演テーマ 講演者

2023 年 ７月 11 日 113 回 瞬時に色変化する湿度センサーフィ
ルム

CRDS 微量水分計の製品紹介

加藤　隆二（日大）

本田　真一（神栄テクノロジー）

４月 27 日 112 回 超高密度気象観測・情報提供サービ
ス POTKA の紹介

高湿度発生における発生露点の制御
システムや不確かさ評価の高度化

清水　健作（明星電気）

石渡　尚也（産総研）

１月 20 日 111 回 微小な水分を高感度・高精度・高速
で検出・判別できる小型のセンサの
開発

熱伝導式湿度計 / 飽差計の紹介につ
いて

川喜多　仁（物材機構）

鈴木　琢也（チノー）

2022 年 10 月 31 日 110 回 水分吸脱着測定装置のご紹介

ビルシステムにおける湿度センサに
ついて

酒井　伸也（DKSH マーケットエ
クスパンションサービスジャパン）

杉山　正洋（アズビル）

７月 15 日 109 回 温度、湿度測定機器の校正及び事業
紹介

半導体デジタル温湿度センサー及び
会社紹介

北口　日出樹（JQA）

阿部　善行（ミネベアミツミ）

４月 25 日 108 回 植物生体計測、ガス・微粒子センサ、
QCM を用いた親水性，疎水性分子
の選択的測定

多種ガス中微量水分標準の開発と高
度化に関する研究

安藤　毅（千葉工大）

天野　みなみ（産総研）

１月 17 日 107 回 過酸化水素濃度センサについて

企業及び製品紹介について

津田　孝輔（ヴァイサラ）

杉山　成仁（テレマックス）

2021 年 10 月 28 日 106 回 気象庁アメダスについて

株式会社 テクトロニクス＆フルー
クとフルークの湿度校正器の紹介

中島　浩一（気象庁気象測器検定試
験センター）

川部　直人（テクトロニクス＆フル
ーク）

2020 年 9 月９日 105 回 露点制御システムと新規発生装置の
開発による高湿度発生の高度化

小型 CRDS 微量水分計

石渡　尚也（産総研）

阿部　恒（産総研）
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開催年 月日 研究会 講演テーマ 講演者

2020 年 １月 28 日 104 回 チップレス RFID を用いたインフラ
向け水分検知センサの開発

固体高分子形燃料電池内の局所湿度
測定に向けたマイクロセンサ開発

エタックエンジニアリング㈱ 研究
開発並びに製品紹介

道坂　岳央（トッパン・フォームズ）

荒木　拓人（横浜国大）

庄田　健一（エタックエンジニアリ
ング）

2019 年 9 月 24 日 103 回 摩擦摩耗研究における雰囲気湿度の
測定と管理の重要性

福田　応夫（マレーシア工科大）

７月８日 102 回 ガス中微量水分管理のための小型・
高速・高感度なボール SAW 微量水
分計

国際会議 TEMPMEKO 2019 の報
告

国際会議 GAS ANALYSIS 2019 の
報告

山中　一司（ボールウェーブ / 東北
大）

石渡　尚也（産総研）

天野　みなみ（産総研）

４月 17 日 101 回 嗅覚センサ MSS の研究開発と産学
連携

吉川　元起（物材機構）

２月 7、8 日 100 回 気象観測における湿度、温度、水分
に関するテーマ

Meteorological Technology World 
Expo

産総研における湿度標準と湿度計測
技術に関する研究・活動状況

櫻井　博昭（ヴァイサラ）

武田　秀樹（第一科学）

阿部　恒（産総研）

2018 年 10 月 23 日 99 回 ポーラス薄膜のコンビナトリアル探
索と油中水分センサ

秦　誠一（名大）

７月 24 日 98 回 地上デジタル放送波を使った水蒸気
量推定手法の開発

無線式温湿度ロガーの話題

花土　弘（情報通信研究機構）

田村　純（三興コントロール）

４月 18 日 97 回 電波を用いた水分量の非破壊計測技
術

センシリオン製デジタル温湿度セン
サーのご紹介

堀部　雅弘（産総研）

宮下　修（センシリオン）

１月 30 日 96 回 大気の温度、湿度の測定

四重極分析計 / アプリケーションの
ご紹介

林　泰一（京大 / 東南アジア研究所
/ 気象システム技術研究所）

天野　数士（堀場エステック）
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は
新
型
コ
ロ
ナ
（C

O
V
ID
-19

）
の
影

響
を
受
け
て
開
催
回
数
が
そ
れ
ぞ
れ
１

回
と
２
回
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
は
毎
年
４
回
の
定
期
研
究
会
を
続
け

て
い
ま
す
。

４
．
当
研
究
会
の
特
徴
・
特
長

当
研
究
会
は
湿
度
計
メ
ー
カ
ー
、

販
売
業
者
、
現
場
計
測
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
企
業
、
校
正
事
業
者
、
大
学
及

び
国
立
研
究
所
と
い
っ
た
幅
広
い
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
表

１
）。そ

の
た
め
、
現
場
で
の
適
切
な
セ

ン
サ
の
選
び
方
か
ら
湿
度
の
国
家
標

準
ま
で
、
湿
度
・
水
分
計
測
に
関
係

す
る
様
々
な
情
報
が
集
ま
り
ま
す
。

当
研
究
会
の
外
に
あ
る
興
味
深
い
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
外
部
講
師

を
お
招
き
し
て
講
演
を
行
っ
て
頂
い

て
お
り
、
そ
の
内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
ま
す
（
表
２
）。
国
際
会

議
の
参
加
報
告
も
あ
り
、
海
外
の
最

新
情
報
の
共
有
も
な
さ
れ
ま
す
。

研
究
会
で
の
講
演
テ
ー
マ
は
幹
事

会
で
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
か

ら
の
提
案
も
常
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
員
が
新
規
製
品
を
販
売
す
る

際
に
は
、
研
究
会
で
の
製
品
紹
介
も

歓
迎
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
他
の

会
員
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得

ら
れ
ま
す
。

当
研
究
会
の
事
務
局
は
日
本
計
量

機
器
工
業
連
合
会
に
委
託
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
強
力
な
事
務
支
援
が
得
ら

れ
る
の
で
、
幹
事
も
含
め
た
会
員
は

運
営
・
管
理
に
関
す
る
負
担
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

研
究
会
の
出
席
人
数
は
通
常
30
名

程
度
で
す
。
ほ
ぼ
毎
回
出
席
さ
れ
る

会
員
も
い
れ
ば
、
数
年
に
一
度
程
度

し
か
出
席
さ
れ
な
い
会
員
も
い
て
、

割
と
自
由
な
雰
囲
気
で
す
。
出
席
さ

れ
な
か
っ
た
会
員
へ
は
、
当
日
配
付

さ
れ
た
講
演
資
料
を
事
務
局
が
郵
送

し
て
い
ま
す
。
当
分
野
の
最
新
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
知
る
上
で
、
こ
の
資
料

を
得
る
だ
け
で
も
会
員
に
と
っ
て
は

有
用
と
思
わ
れ
ま
す
。

５
．
お
わ
り
に

当
研
究
会
は
今
年
創
立
40
周
年
を

迎
え
、
定
期
研
究
会
の
回
数
も
合
計

１
８
０
回
に
達
す
る
予
定
で
す
。
比

較
的
規
模
の
小
さ
な
研
究
会
が
こ
こ

ま
で
長
く
続
い
て
き
た
の
は
、
会
員
、

幹
事
、
事
務
局
の
方
々
の
ご
支
援
と

ご
尽
力
の
お
か
げ
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

歴
代
会
長
の
加
納
先
生
、
一
ノ
瀬

先
生
、
原
先
生
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
不
可
欠
な
要
素
で
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
当
研
究
会
の
参
加

メ
ン
バ
ー
が
湿
度
と
水
分
の
計
測
や

セ
ン
サ
の
話
が
好
き
で
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
場
を
大
切
に
し
た
い
と
の

思
い
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
が
最
大
の

理
由
と
考
え
て
い
ま
す
。

湿
度
と
水
分
に
つ
い
て
は
、
計
測

が
必
要
と
さ
れ
る
領
域
が
広
が
り

年
々
需
要
が
増
し
て
い
く
一
方
、
そ

れ
ら
の
計
測
技
術
・
セ
ン
サ
技
術
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

が
十
分
に
あ
る
の
で
、
非
常
に
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
研
究
分
野
と
言
え

ま
す
。
当
研
究
会
が
湿
度
、水
分
計
測
・

セ
ン
サ
に
関
係
す
る
国
内
外
の
あ
ら

ゆ
る
情
報
及
び
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拠
点
と
な
り
、
こ
の
研
究
分
野

の
発
展
に
よ
り
一
層
貢
献
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
研
究
会
に
企
業
会
員
と
し
て
の

参
加
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
筆

者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〈abe.h@

aist.go.jp

〉
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
湿
度
、水
分
計
測
・

セ
ン
サ
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ

で
も
大
歓
迎
で
す
。
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■
ト
キ
コ
の
生
い
立
ち
■

ト
キ
コ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
は
１
９
３
７
年　

東
京
瓦
斯
電
気
工

業
㈱
の
計
器
部
門
が
独
立
し
、
東
京
機

器
工
業
㈱
と
し
て
創
立
し
た
の
が
ス
タ

ー
ト
に
な
り
ま
す
。

創
業
当
時
は
①
航
空
機
用
品
②
自
動

車
用
品
③
車
両
用
品
④
計
圧
器
類
の
４

つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

航
空
機
用
品
と
し
て
は
気
化
器
、
ポ

ン
プ
類
な
ど
を
生
産
し
、
戦
時
中
は
戦

闘
機
に
も
搭
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
計

圧
器
は
蒸
気
機
関
車
の
計
器
な
ど
に
採

用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
博
物
館
な
ど
に

展
示
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機
関
車
の
運
転

席
を
覗
く
と
計
器
類
に
ト
キ
コ
の
マ
ー

ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

拡
大
と
と
も
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

建
設
の
需
要
が
見
込
ま
れ
、
１
９
５
０

年
に
ガ
ソ
リ
ン
計
量
機
の
販
売
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
施
工
を
受
け
持
つ
ト

キ
コ
油
器
㈱
を
設
立
、
１
９
６
６
年
に

は
ガ
ソ
リ
ン
計
量
機
の
保
守
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
ト
キ
コ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
製

品
開
発
・
製
造
は
ト
キ
コ
㈱
、
販
売
・

工
事
を
ト
キ
コ
油
器
、
保
守
サ
ー
ビ
ス

は
ト
キ
コ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
う
３
社

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
は
１
９
８
５
年
当
時
の
ト
キ
コ
に

入
社
し
ま
し
た
。

入
社
当
時
、
ト
キ
コ
で
は
①
自
動
車

部
品
事
業
②
空
圧
機
器
事
業
③
計
装
機

器
事
業
の
３
つ
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
私
は
計
装
機
器
事
業
部
門

の
計
量
機
設
計
部
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
ト
キ
コ
本
社
、
川
崎
工
場
は

川
崎
競
馬
場
の
真
横
、
道
路
を
挟
ん
だ

向
か
い
に
は
競
輪
場
が
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
高
度
経
済
成
長
を
現
場
で
担
う
労
働

者
の
街
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

■
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の�

�

多
様
化
■

地
球
温
暖
化
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス

に
よ
る
環
境
汚
染
な
ど
が
社
会
問
題
に

な
り
、１
９
９
０
年
に
通
商
産
業
省（
現　

経
済
産
業
省
）
の
「
天
然
ガ
ス
自
動
車

実
用
化
調
査
研
究
」
が
開
始
さ
れ
、
天

然
ガ
ス
自
動
車
普
及
に
向
け
た
取
り
組

み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
社
は
１

９
９
３
年
度
か
ら
ガ
ス
会
社
４
社
（
東

京
ガ
ス
㈱
、大
阪
ガ
ス
㈱
、東
邦
ガ
ス
㈱
、

西
部
ガ
ス
㈱
）
と
連
携
し
、
急
速
充
填

所
用
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
開
発
に
着
手
、

１
９
９
６
年
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
（
圧
縮
天
然
ガ

ス
）
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
生
産
を
開
始

し
、
ガ
ス
会
社
等
が
運
営
す
る
天
然
ガ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
開
発
に
よ
り
ガ
ス
の
充

填
技
術
を
学
び
、
現
在
は
水
素
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

高
圧
充
填
技
術
は
Ｃ
Ｎ
Ｇ
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
の
開
発
を
端
緒
と
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｎ
Ｇ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
高
圧
ガ

ス
充
填
技
術
を
応
用
し
、
高
圧
水
素
ガ

ス
の
充
填
機
器
『
35
MPa
用
水
素
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
』の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
か
ら
の
公
道
で
の
燃
料
電

池
自
動
車
の
実
証
試
験
に
機
器
を
提

供
、
そ
の
後
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法

人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
）
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
70
MPa

用
水
素
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
開
発
に
着

手
、
２
０
１
２
年
か
ら
商
用
生
産
を
開

始
し
ま
し
た
。

今
後
、
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
大
型
車
向
け
の

与安　光晴
Yoyasu Mitsuharu

トキコシステムソリューションズ株式会社
執行役員
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水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
に
、
急
速
充

填
対
応
が
可
能
な
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の

開
発
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

国
内
の
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
水

素
の
検
量
や
分
析
、
定
期
点
検
、
な
ど

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

■
計
装
機
器
と�

�

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
■

創
業
当
時
か
ら
圧
力
計
、
ガ
ス
流
量

器
、
回
転
計
な
ど
の
計
器
類
を
生
産
し

て
き
ま
し
た
が
、
可
搬
式
ガ
ソ
リ
ン
計

量
機
の
流
量
計
と
し
て
開
発
さ
れ
た
の

が
ル
ー
ツ
流
量
計
で
、
そ
の
後
流
量
計

単
体
と
し
て
生
産
、
販
売
を
開
始
、
流

量
計
の
主
力
機
種
と
な
り
ま
し
た
。
油

や
ガ
ス
の
流
体
計
測
の
ニ
ー
ズ
拡
大
に

よ
り
タ
ー
ビ
ン
方
式
の
流
量
計
や
ガ
ス

圧
力
制
御
弁
（
ガ
バ
ナ
）
な
ど
の
機
器

生
産
が
開
始
さ
れ
、
計
量
・
計
測
機
器

の
メ
ー
カ
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
可
動
部
が
な
い
流
体
計
測
の
ニ

ー
ズ
が
あ
り
、
流
体
の
渦
を
超
音
波
で

計
測
す
る
超
音
波
渦
流
量
計
な
ど
も
開

発
、
現
在
半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機

器
の
純
水
、
溶
剤
の
計
測
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
建
設
な

ど
危
険
物
施
設
の
施
工
技
術
を
も
と

に
、
自
動
車
産
業
や
溶
剤
を
扱
う
企
業

な
ど
の
工
場
内
危
険
物
施
設
の
施
工
な

ど
を
多
く
手
が
け
て
い
ま
す
。
近
年
国

内
の
官
公
庁
施
設
や
工
場
、
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
な
ど
停
電
時
に
稼
働
を
止
め
な

い
非
常
用
発
電
設
備
設
置
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
、
重
油
や
軽
油
を
使
用
し
た
発

電
設
備
の
施
工
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

大
型
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
て
い
る
燃

料
の
数
倍
の
タ
ン
ク
を
埋
設
し
、
セ
ン

タ
ー
の
可
用
性
を
高
め
る
よ
う
長
時
間

の
発
電
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

■
環
境
へ
の
取
り
組
み
、�

�

地
域
へ
の
貢
献
■

当
社
は
環
境
方
針
を
定
め
、
地
球
環

境
保
護
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

静
岡
事
業
所
、
本
社
お
よ
び
８
支
店

に
お
い
て
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム「IS
O
14001

」の
認
証
を
取
得
し
、

神
奈
川
県
の
「
森
林
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
」
へ
の
参
画
を
行
い
、
東
京
ド
ー

ム
２
個
分
の
森
林
整
備
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

掛
川
に
拠
点
を
置
く
静
岡
事
業
所
で

は
工
場
敷
地
内
の
グ
ラ
ン
ド
を
掛
川
ジ

ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
提
供

し
、
子
供
た
ち
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

■
２
０
２
２
年
４
月　

�
�

岩
谷
産
業
グ
ル
ー
プ
へ
■

２
０
２
２
年
４
月
に
岩
谷
産
業
㈱
が

当
社
の
発
行
済
み
株
式
を
１
０
０
％
取

得
し
、
ト
キ
コ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
は
岩
谷
産
業
グ
ル
ー
プ
と
な
り

ま
し
た
。

岩
谷
産
業
は
１
９
３
０
年
創
業
で

「
世
の
中
に
必
要
な
人
間
と
な
れ
、
世

の
中
に
必
要
な
物
こ
そ
栄
え
る
」
を
企

業
理
念
と
し
て
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産

業
ガ
ス
、
機
械
、
マ
テ
リ
ア
ル
の
４
つ

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
９
４
１
年
、
水
素
を
究
極
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
位
置
づ
け
、
取
り
扱
い
を
開

始
し
て
以
来
、
安
価
でC

O
2

フ
リ
ー

水
素
の
調
達
か
ら
様
々
な
用
途
で
の
利

活
用
を
通
じ
てC

O
2

フ
リ
ー
社
会
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
当
社
も
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
水
素
関
連
機

器
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
一
翼
を
担

っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
求
め
ら

れ
、
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に
、
し
な
や

か
に
変
化
に
適
応
し
、
進
化
し
て
い
き

ま
す
。

水素ディスペンサ（ダブルノズルタイプ）

イワタニ水素ステーション足柄 SA
（Ⓒ Iwatani Corporation）
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は
じ
め
に

技
術
者
で
な
く
と
も
誰
も
が
簡
単
に

実
世
界
の
現
象
を
セ
ン
シ
ン
グ
し
て
収

集
し
た
デ
ー
タ
を
す
ぐ
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
幅
広
い
産
業
分
野
で

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
にD

X

が
進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
使
い
勝

手
の
良
い
セ
ン
シ
ン
グ
の
デ
バ
イ
ス
と

計
測
し
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
利
用
で
き
る
環
境
が

必
要
に
な
る
。

こ
れ
に
対
す
る
１
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、
次
世
代
セ
ン
サ
協
議
会
／

S
U

C
S

（
ザ
ッ
ク
ス
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
は
、図
１
に
示
す
よ
う
に
セ
ン
サ
、

A
D

変
換
、
電
源
、
通
信
の
４
機
能
を

ユ
ニ
ッ
ト
化
し
て
あ
た
か
も
ブ
ロ
ッ
ク

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
、
さ
ら

に
メ
ー
カ
が
自
由
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
を
標
準
化
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
[1]
。
ま
た
、
計

測
し
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ

ド
上
で
保
存
し
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
基

盤
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
セ
ン
シ
ン

グ
に
使
わ
れ
る
デ
バ
イ
ス
や
セ
ン
シ
ン

グ
デ
ー
タ
の
利
用
性
を
高
め
る
た
め
に

メ
タ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要

と
捉
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
メ
タ
デ
ー

タ
の
種
類
や
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

を
紹
介
す
る
。

セ
ン
シ
ン
グ
に
お
け
る

メ
タ
デ
ー
タ
と
は

メ
タ
デ
ー
タ
と
は
、
一
般
に
デ
ー
タ

に
関
す
る
付
帯
的
な
属
性
情
報
が
記
載

さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、
書
籍
、
学
術

論
文
、
映
像
、W

eb

ペ
ー
ジ
な
ど
で

は
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
効
率
よ
く
検
索

す
る
た
め
に
要
約
さ
れ
た
情
報
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
書
籍
は
書
籍

名
、
作
者
、
ジ
ャ
ン
ル
、
発
行
日
な
ど

書
誌
情
報
が
メ
タ
デ
ー
タ
で
あ
り
、

W
eb

ペ
ー
ジ
で
は
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
内
容
を
表
す
タ
グ
情
報
が
メ
タ

デ
ー
タ
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、

検
索
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
活
用
さ
れ
て
い

る
。

S
U

C
S

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、

セ
ン
シ
ン
グ
に
対
し
て
メ
タ
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
利
用
価
値

の
高
い
メ
タ
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
結

果
、
大
き
く
分
類
す
る
と
、
セ
ン
シ
ン

グ
で
使
用
す
る
デ
バ
イ
ス
に
付
随
す
る

メ
タ
デ
ー
タ
と
、
観
測
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
に
付
随
す
る
メ
タ
デ
ー
タ

に
分
け
ら
れ
た
。

表
１
中
の
①
観
測
を
行
う
デ
バ
イ

ス
に
付
随
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
で
は
、

セ
ン
サ
／A

D

変
換
／
電
源
／
通
信

の
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
名
称
、
型
式
、
特
徴
、

性
能
や
許
容
環
境
な
ど
の
情
報
と
観

新たなセンシング機能の創出を目指して

～センシングにおけるメタデータの活用～

小田　利彦
Oda Toshihiko
オムロン株式会社　技術専門職
一般社団法人 次世代センサ協議会
SUCSコンソーシアム幹事

図１　SUCSコンソーシアムの提案の概念図
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測
に
用
い
た
装
置
に
関
す
る
情
報
が

あ
る
。
さ
ら
に
②
観
測
の
結
果
得
ら

れ
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
に
付
随
す

る
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
観
測
を

行
っ
た
対
象
物
（
例
え
ば
走
行
車
両
）

や
観
測
特
性
（
例
え
ば
走
行
速
度
）、

G
P

S

に
よ
る
観
測
位
置
の
情
報
、
観

測
し
て
作
成
し
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に

関
す
る
名
前
や
作
成
者
な
ど
の
カ
タ

ロ
グ
的
な
情
報
で
あ
る
。

セ
ン
シ
ン
グ
に
お
け
る

メ
タ
デ
ー
タ
の
活
用

デ
ー
タ
基
盤
上
で
登
録
・
管
理
さ
れ

た
メ
タ
デ
ー
タ
は
、
ユ
ー
ザ
が
セ
ン
シ

ン
グ
の
デ
バ
イ
ス
の
準
備
や
デ
ー
タ
を

一
次
利
用
す
る
場
面
、
不
特
定
な
ユ
ー

ザ
が
デ
ー
タ
基
盤
上
の
セ
ン
シ
ン
グ
デ

ー
タ
を
検
索
し
二
次
利
用
す
る
場
面
で

活
用
す
る
例
を
紹
介
す
る
。

セ
ン
シ
ン
グ
す
る 

デ
バ
イ
ス
に
付
随
す
る

メ
タ
デ
ー
タ
の
活
用

１
つ
目
の
活
用
は
セ
ン
サ
、
電
源
、

通
信
の
適
切
な
選
定
が
あ
る
。
観
測
す

る
対
象
や
使
用
す
る
環
境
、
要
求
品
質

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン
サ
の
種
類
や

性
能
、
電
源
の
種
類
、
通
信
方
法
の
種

類
な
ど
が
適
切
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ン

サ
の
使
用
可
能
な
温
度
範
囲
、耐
水
性
、

耐
湿
性
の
メ
タ
デ
ー
タ
か
ら
、
使
用
す

る
環
境
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
自
動
的
に
評
価
す
る
こ
と
や
、
総
合

精
度
、
サ
ン
プ
ル
レ
ー
ト
や
応
答
時
間

の
メ
タ
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
要
求
品
質
を

満
た
し
て
い
る
か
を
自
動
的
に
判
別
で

き
る
。

２
つ
目
の
活
用
は
デ
ー
タ
基
盤
上
で

行
う
デ
ー
タ
処
理
の
自
動
化
で
あ
る
。

セ
ン
サ
の
ア
ナ
ロ
グ
値
を
そ
の
ま
ま
デ

ジ
タ
ル
に
変
換
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信

さ
れ
て
い
る
場
合
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
温

度
や
湿
度
な
ど
の
物
理
量
へ
の
変
換
や

温
度
補
正
の
変
換
が
必
要
に
な
る
。
物

理
量
変
換
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
情
報
の
メ

タ
デ
ー
タ
を
入
力
と
し
て
デ
ー
タ
変
換

を
行
う
処
理
を
実
行
で
き
る
。さ
ら
に
、

異
常
値
の
補
正
や
欠
損
地
検
知
・
除
去

な
ど
の
デ
ー
タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
に
も
、

計
測
可
能
範
囲
、
サ
ン
プ
ル
レ
ー
ト
の

メ
タ
デ
ー
タ
か
ら
自
動
的
に
前
処
理
が

行
え
る
。

セ
ン
シ
ン
グ
し
た 

デ
ー
タ
に
付
随
す
る 

メ
タ
デ
ー
タ
の
活
用

１
つ
目
の
活
用
と
し
て
、
利
用
目
的

に
合
っ
た
デ
ー
タ
の
検
索
が
あ
る
。
多

く
の
ユ
ー
ザ
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
基
盤
上

に
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
が
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
集
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
新
た
な

デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
可
能
に
な

る
。
デ
ー
タ
基
盤
か
ら
利
用
目
的
に
合

っ
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
検
索
す
る

た
め
に
用
い
る
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
を
、

観
測
対
象
や
観
測
期
間
、
観
測
場
所
、

観
測
条
件
と
い
っ
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
た
観
測
に
関
す
る
メ
タ
デ

ー
タ
か
ら
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
つ
目
の
活
用
と
し
て
、
デ
ー
タ
の

信
頼
性
の
評
価
が
あ
る
。
セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ
を
利
用
す
る
前
に
、
セ
ン
サ
の

性
能
が
適
正
で
あ
る
こ
と
や
適
切
な
時

期
に
校
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
評

価
し
、
デ
ー
タ
が
信
頼
で
き
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
セ
ン
サ
の

メ
ー
カ
名
や
型
式
、
性
能
値
に
関
す
る

メ
タ
デ
ー
タ
や
校
正
の
規
定
周
期
や
実

施
日
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と

で
、デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
評
価
で
き
る
。

さ
ら
に
、
総
合
精
度
、
サ
ン
プ
ル
レ
ー

ト
や
応
答
時
間
な
ど
の
メ
タ
デ
ー
タ
か

ら
は
デ
ー
タ
の
品
質
が
評
価
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
記
事
で
紹
介
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
は
、

共
通
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
計
算
機
が
読

め
る
形
式
に
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
仕
様

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
開
し
て
い
る
。

S
U

C
S

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
に
ご

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
サ
イ
ト
に
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

[1]S
U

C
S

セ
ン
シ
ン
グ
ト
レ
イ
ン

接
続
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン V

er.1.0/ 
S

U
C

S

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
標
準
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン V

er.1.0

、https://
w

w
w

.jisedaisensor.org/sucs/

表１　メタデータの項目例
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は
じ
め
に

（
一
社
）
次
世
代
セ
ン
サ
協
議
会
の

S
U

C
S

R※
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
専
門

知
識
を
持
た
な
い
人
で
も
多
様
なIoT

（Internet of T
hings

）
セ
ン
シ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
簡
単
に
構
築
可
能
と
す
る

図
１
に
示
す
新
し
いIoT

セ
ン
シ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

S
U

C
S

の
標
準
化
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
の
６
月
に
発
表
し
たS

U
C

S
1.0

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
、IoT

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
①
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
簡
単
に
構
築

で
き
る
技
術
と
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
で

計
測
で
き
る
技
術
を
紹
介
す
る
。

①�

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
簡

単
に
構
築

IoT

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
を
簡
単
に
構
築
す
る
た
め
に

S
U

C
S

で
は
セ
ン
サ
、A

D

変
換
、
通

信
、
電
源
の
４
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
構
成
を

採
用
し
て
お
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
の

標
準
化
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
仕
様

の
ユ
ニ
ッ
ト
が
利
用
で
き
、
異
な
る
メ

ー
カ
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
接
続
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
４
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の

接
続
は
ア
ズ
ビ
ル
㈱
が
特
許
（
特
許

7034887

）
を
取
得
し
て
お
り
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
は
無
償
で
利
用
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
環
境
計
測
な
ど
を
行
っ
て

い
る
場
合
に
温
度
に
追
加
し
て
湿
度
を

計
測
し
た
い
と
考
え
た
と
き
に
今
ま
で

使
用
し
て
い
た
メ
ー
カ
に
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
が
無
か
っ
た
際
に
は
、
並
行
し
て
個

別
にIoT

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
計
測
デ
ー
タ

の
同
期
な
ど
の
処
理
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
。S

U
C

S

で
は
メ
ー
カ
が
異
な
っ

て
い
て
も
接
続
標
準
に
準
拠
し
た
セ
ン

サ
ユ
ニ
ッ
ト
を
選
択
し
て
使
用
す
る
こ

と
で
同
期
し
た
計
測
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
の
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
４

つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
連
結
し
て
作
成
す
る

た
め
セ
ン
シ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
と
呼
ん
で

い
る
。S

U
C

S
1.0

で
はA

D

変
換
８

チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
で
に
対
応
し
て
お
り
、

セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
を
８
つ
ま
で
接
続
し

同
期
し
た
計
測
が
可
能
で
あ
る
。

新たなセンシング機能の創出を目指して
～だれでも使えるIoT センシング 
フレームワークSUCS（ザックス）～

古川　洋之
Furukawa Hiroyuki
アズビル株式会社　技術開発本部
一般社団法人 次世代センサ協議会
SUCS コンソーシアム事務局長・幹事

図２　プログラムレスで計測
図１　SUCSセンシングフレームワーク
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②�

プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
で

計
測

近
年
、
ノ
ー
コ
ー
ド
、
ロ
ー
コ
ー
ド

の
ツ
ー
ル
に
よ
り
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
わ
ず
に
、
計
測
機
器

の
開
発
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
情

報
の
入
力
や
条
件
の
選
択
な
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
考
え
方
は
必
要
で
あ
る
。

S
U

C
S

で
は
図
２
に
示
す
様
に
専

門
知
識
を
持
た
な
い
人
も
利
用
可
能
と

す
る
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
を
実
現

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
を
作
成
し
な
く

て
も
良
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

S
U

C
S

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
㋐A

D

生
デ
ー
タ

の
送
信
、
㋑
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
の
ア
ナ

ロ
グ
信
号
の
採
用
、
㋒
デ
ー
タ
マ
ッ
プ

の
採
用
、
㋓
メ
タ
デ
ー
タ
の
活
用
の
４

つ
の
技
術
を
使
用
し
て
い
る
。

㋐A
D

生
デ
ー
タ
の
送
信

S
U

C
S

で
は
通
信
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
す
る
セ
ン
シ
ン
グ
デ

ー
タ
はA

D

生
デ
ー
タ
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
セ
ン
シ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
で
の
演

算
処
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
処
理
は

不
要
と
な
っ
て
い
る
。A

D

生
デ
ー
タ

は
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー

タ
で
最
も
情
報
量
が
多
い
た
め
ク
ラ
ウ

ド
に
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
例

え
ば
、
現
場
の
ノ
イ
ズ
環
境
な
ど
、
通

常
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
処
理
で
排
除
す
る

情
報
も
計
測
環
境
の
把
握
に
利
用
可
能

で
あ
る
。

㋑�

セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
の
ア
ナ
ロ
グ
信

号
の
採
用

S
U

C
S

で
は
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
と

A
D

変
換
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ
は
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
採
用
し
て

い
る
。
電
圧
範
囲D

C
0

～4.2V

以
内

の
ア
ナ
ロ
グ
信
号
をA

D

変
換
ユ
ニ
ッ

ト
に
接
続
す
る
こ
と
で
利
用
が
可
能
で

あ
る
。
マ
イ
コ
ン
ボ
ー
ド
な
ど
に
接
続

用
に
近
年
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
出
力
す
る

セ
ン
サ
も
多
く
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る

が
、
通
信
ア
ド
レ
ス
や
デ
ー
タ
の
処
理

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
に
は
、
中
小
企
業
を
始
め
多
く

の
セ
ン
サ
が
開
発
、
販
売
さ
れ
て
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
化
す
る
た
め
に
は
、

A
D

変
換
と
通
信
機
能
を
搭
載
す
る
必

要
が
あ
り
、
数
が
出
な
い
と
製
品
化
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を

所
定
の
コ
ネ
ク
タ
に
出
力
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
既
存
の
セ
ン
サ
を
ベ
ー
ス
に
少

な
い
開
発
投
資
で
対
応
が
可
能
と
な
る
。

㋒
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
の
採
用

A
D

変
換
ユ
ニ
ッ
ト
で
セ
ン
サ
の
ア

ナ
ロ
グ
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換

し
た
後
、
通
信
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
定
期
的

に
デ
ー
タ
が
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

S
U

C
S

で
はA

D

変
換
ユ
ニ
ッ
ト
の

デ
ー
タ
マ
ッ
プ
の
標
準
化
を
行
い
、

A
D

変
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
通
信
ユ
ニ
ッ
ト

の
組
み
合
わ
せ
が
変
わ
っ
て
も
デ
ー
タ

の
読
出
し
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
目
のA

D

変
換
の
生
デ
ー

タ
、
時
刻
、
エ
ラ
ー
情
報
な
ど
の
読
出

し
ア
ド
レ
ス
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
に
は
通
信
ユ

ニ
ッ
ト
の
イ
ニ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
処
理
の
際

に
利
用
す
る
コ
ン
フ
ィ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

デ
ー
タ
が
あ
り
、A

D

変
換
ユ
ニ
ッ
ト
の

情
報
と
し
て
、A

D

変
換
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
、
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
の
有
無
な
ど
の

情
報
が
あ
りA

D

生
デ
ー
タ
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
レ
ス
で
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
さ
れ
る
。

㋓
メ
タ
デ
ー
タ
の
活
用

ク
ラ
ウ
ド
へ
転
送
さ
れ
たA

D

生
デ

ー
タ
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
変

換
式
を
使
っ
て
自
動
的
に
物
理
量
に
変

換
さ
れ
可
視
化
さ
れ
る
。A

D

変
換
ユ
ニ

ッ
ト
の
変
換
式
を
使
っ
てA

D

生
デ
ー
タ

を
電
圧
に
変
換
し
、
セ
ン
サ
ユ
ニ
ッ
ト
の

変
換
式
を
使
っ
て
電
圧
値
を
物
理
量
に

変
換
す
る
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
メ
タ
デ
ー
タ

は
、
事
前
に
ク
ラ
ウ
ド
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
セ
ン
シ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
ユ
ー
ザ
は
各

ユ
ニ
ッ
ト
の
認
可
番
号
をQ

R

コ
ー
ド
の

読
み
取
り
な
ど
で
ク
ラ
ウ
ド
に
送
る
こ
と

に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ス
で
セ
ン
シ
ン

グ
デ
ー
タ
の
可
視
化
が
可
能
と
な
る
。

お
わ
り
に

S
U

C
S

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、

様
々
な
人
が
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
「
す

ぐ
に
、で
き
た
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

膨
大
で
潜
在
的
な
セ
ン
シ
ン
グ
市
場
を

創
出
し
開
拓
す
る
と
共
に
社
会
課
題
の

解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。S

U
C

S

コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
のH

P

に
も
関
連
情
報
と

S
U

C
S

1.0

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
無
償

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
是
非
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

https://w
w

w
.jisedaisensor.org/

sucs/※S
U

C
S

は
、（
一
社
）
次
世
代
セ

ン
サ
協
議
会
の
登
録
商
標
で
す
。
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は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
二
回
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
海
外
研
修
を
通
し
て
現
地
計
量
機

関
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
垣
間
見
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
そ
の
人
々
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
そ
の
歴
史

こ
の
国
は
正
式
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
と
呼
ば
れ
、
総
面
積
は
日
本
よ
り

や
や
狭
い
も
の
の
約
七
千
の
島
々
が
広

い
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
熱
帯

海
洋
性
気
候
な
の
で
年
間
を
通
し
て
蒸

し
暑
く
、
北
半
球
が
冬
の
時
期
に
や
や

涼
し
く
な
り
ま
す
。
多
く
の
活
火
山
が

あ
り
地
震
も
多
い
よ
う
で
す
。

か
つ
て
こ
の
島
は
マ
レ
ー
系
の
複
数

の
王
朝
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
一
六

世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
の
探
検
家
フ
ェ
ル
デ

ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ゼ
ラ
ン
が
長
く
困
難
な

航
海
の
末
に
た
ど
り
着
き
ま
す
が
、
彼

自
身
は
マ
ク
タ
ン
島
の
領
主
ラ
プ
・
ラ

プ
と
の
戦
い
で
命
を
落
と
し
、
そ
こ
に

慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。
そ

し
て
こ
れ
を
契
機
に
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る

長
い
植
民
地
支
配
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
国
の
名
前
も
ス
ペ
イ
ン
国
王
で
あ
っ

た
フ
ェ
リ
ペ
二
世
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
国
民
の
独
立
へ
の
気
概

は
根
強
く
、
一
八
九
九
年
に
は
ス
ペ
イ

ン
と
の
独
立
戦
争
に
よ
り
一
時
的
に
独

立
し
ま
す
が
、
こ
の
戦
争
を
支
援
し
た

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
支
配
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
我
が
国
に
よ

る
統
治
期
間
を
経
た
上
で
、
一
九
四
六

年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
独
立
を
果
た
し

ま
す
。
こ
の
直
前
に
は
太
平
洋
戦
争
の

激
し
い
戦
闘
に
お
い
て
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
ま
し
た
。
独
立
後
も
マ
ル
コ
ス

独
裁
政
権
と
エ
ド
ゥ
サ
革
命
に
よ
る
ア

キ
ノ
政
権
へ
の
委
譲
な
ど
政
治
的
変
化

は
大
き
く
、
更
に
貧
富
の
差
、
麻
薬
、

銃
犯
罪
な
ど
心
配
の
種
は
尽
き
な
い
よ

う
で
す
。

経
済
活
動

農
業
、
観
光
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
主
要

な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
米
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

コ
プ
ラ
、
バ
ナ
ナ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。
豊
富
な
熱
帯
雨
林
に
よ
る
林
業
も

盛
ん
で
す
。
農
産
物
や
木
材
の
分
析
機

器
を
提
供
す
る
弊
社
、
㈱
ケ
ツ
ト
科
学

研
究
所
に
と
っ
て
も
大
切
な
お
客
様
と

な
っ
て
い
て
、
こ
の
地
域
で
何
度
か
穀

物
水
分
計
研
修
も
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
国
民
の
多
く
が
英
語
を
話
せ
る

こ
と
か
ら
、
外
国
企
業
が
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
。
更
に
一
割
も

の
国
民
が
外
国
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
本
国

経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
経

済
成
長
率
も
回
復
し
、
政
治
も
含
め
て

常
に
変
化
・
成
長
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。

垣間見たフィリピン

松本　毅
Matsumoto Tsuyoshi
株式会社ケツト科学研究所
技術部顧問

写真 1：マクタン島にあるラプ・ラプの銅像（左）とマゼラン廟（右）
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こ
の
国
の
人
々

一
億
余
り
の
人
口
は
増
え
続
け
て
お

り
、
平
均
年
齢
は
二
六
歳
と
若
く
、
活

気
の
あ
る
国
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
の
影
響

で
カ
ト
リ
ッ
ク
系
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多

く
、
そ
の
数
は
ア
ジ
ア
最
大
で
す
。
タ

ガ
ロ
グ
語
に
加
え
て
英
語
が
公
用
語
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
国
に
対
し
て
開

放
的
で
意
思
疎
通
も
容
易
で
す
。
一
方

で
多
民
族
国
家
で
も
あ
る
の
で
、
実
際

に
は
地
域
や
家
庭
に
よ
り
様
々
な
言
語

が
話
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

不
幸
な
歴
史
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
々

は
親
日
的
で
、
人
情
的
で
細
か
い
気
配

り
も
あ
り
、
陽
気
に
歌
っ
て
踊
る
の
が

大
好
き
で
す
。
女
性
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
行
動
的
で
、
社
会
で
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
食
事
を
含
む
生
活
ス
タ
イ
ル
も

ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
強
く
、
ハ
ワ
イ
の
よ

う
な
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
銃
を
持
っ
た

警
備
員
が
お
り
、
や
は
り

緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
独
立
戦
争
の

精
神
的
な
指
導
者
の
一
人

が
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
博
士

で
、
彼
は
一
八
九
六
年
に

三
五
歳
で
処
刑
さ
れ
た
も

の
の
、
今
で
も
国
民
的
英

雄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
彼

は
親
日
派
で
、
来
日
中
に
滞
在
し
た
ホ

テ
ル
近
く
の
日
比
谷
公
園
に
銅
像
が
あ

り
ま
す
（
写
真
２
）。
こ
れ
を
見
つ
け
た

と
き
、
こ
こ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
英
雄
の

像
が
あ
る
の
が
不
思
議
で
し
た
が
、
そ

の
背
景
を
知
っ
て
こ
の
国
へ
の
興
味
が

わ
き
ま
し
た
。

前
述
の
ラ
プ
・
ラ
プ
も
含
め
て
、
独

立
と
自
由
の
た
め
に
戦
っ
た
多
く
の
英

雄
が
国
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
量
制
度

こ
の
国
の
国
家
計
量
標
準
は
科
学
技

術
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
）
傘
下
の
産
業
技
術

開
発
研
究
所
（
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｉ
）
に
あ
る
国

家
計
量
研
究
所
（
Ｎ
Ｍ
Ｌ
）
が
維
持
し

て
お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
四
十
名
ほ

ど
。
法
定
計
量
制
度
の
対
外
窓
口
も

Ｎ
Ｍ
Ｌ
で
す
が
、
国
内
で
は
異
な
る
省

庁
が
分
野
ご
と
に
計
量
器
を
管
理
す
る

と
い
う
縦
割
り
体
制
で
す
。
そ
こ
で
省

庁
間
連
携
の
た
め
、
Ｎ
Ｍ
Ｌ
が
事
務
局

と
な
っ
て
Ｎ
Ｍ
Ｂ
（
国
家
計
量
委
員

会
）
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
よ
く
聞
か

れ
る
質
問
で
す
が
、
計
量
器
の
輸
出
や

型
式
承
認
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
も

Ｎ
Ｍ
Ｌ
で
す
。

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
Ｆ
に
つ
い
て

こ
の
国
と
の
交
流
の
契
機
と
な
っ
た

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
Ｆ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
法

定
計
量
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
担
当

者
と
し
て
多
く
の
総
会
に
参
加
し
、
そ

し
て
弊
社
へ
転
職
し
た
後
に
は
事
務
局

員
で
も
あ
る
研
修
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
Ｆ

は
Ｏ
Ｉ
Ｍ
Ｌ
（
国
際
法
定
計
量
機
関
）

と
連
携
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の
法
定
計
量

機
関
で
、
一
九
九
四
年
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を

母
体
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
法
定
計
量
研
修
を
活
動

の
主
体
に
置
い
て
お
り
、
毎
年
の
総
会

に
お
い
て
法
定
計
量
関
係
者
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
も
提
供
し
て

い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
秋
の
第
三
十
回

総
会
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
に
あ
る
ボ

ホ
ー
ル
島
に
お
い
て
四
年
ぶ
り
に
対
面

形
式
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は

楽
し
く
陽
気
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
ら
し
い
演

出
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
海
岸
で
美
し

い
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
送
別
会
が
開
か

れ
ま
し
た
（
写
真
３
）。

二
度
の
訪
問
先
は
多
く
の

外
国
人
で
賑
わ
う
こ
の
世
の

楽
園
で
、
優
し
い
人
々
や
美
し

い
海
に
は
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
は
ま
だ
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
垣
間
見
て
い
る
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
は
悲

し
い
歴
史
や
多
く
の
国
内
問

題
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
様
々
な
顔
を
も
つ
不
思
議

な
魅
力
の
あ
る
島
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。

お
わ
り
に

写真 3：第 30回 APLMF総会の送別会

写真2：日比谷公園のホセ・リサール像
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●
初
め
に

こ
の
度
は
歴
史
あ
る
「
は
か
る
」
へ

の
執
筆
機
会
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
計
工
連
と

そ
の
会
員
企
業
各
社
の
企
業
間
交
流
会

に
参
加
を
す
る
な
ど
新
た
な
出
会
い
を

さ
せ
て
頂
い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
弊
社
代
表
取
締
役
社
長
の

谷
本
が
会
長
を
務
め
る
、
公
益
社
団
法

人
神
奈
川
県
計
量
協
会
主
催
の
「
計
量

フ
ェ
ア
」
に
も
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
計
量
フ
ェ
ア
」
は
、

毎
年
計
量
記
念
日
で
あ
る
11
月
１
日
に

横
浜
そ
ご
う
前
広
場
に
て
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
近
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
開
催
が
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
１

日
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
状
況
の

な
か
で
の
初
参
加
で
し
た
が
、
地
域
の

方
々
に
計
量
を
身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ

と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
２
０
２
３
年
は
、
新
た

な
出
会
い
の
機
会
を
た
く
さ
ん
頂
き
、

改
め
て
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
自
身
、

実
は
と
て
も
あ
が
り
症
で
臆
病
な
性
格

も
あ
り
、
一
人
で
行
動
す
る
こ
と
が
苦

手
な
タ
イ
プ
で
す
。
私
を
知
っ
て
く
だ

さ
る
方
か
ら
見
る
と
「
？
？
？
」
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
は

そ
ん
な
私
の
性
格
を
変
え
て
く
れ
た
出

会
い
と
大
切
な
仲
間
に
つ
い
て
少
し
お

話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
出
会
い

30
歳
を
目
前
に
し
て
い
た
頃
、
自
分

磨
き
の
為
に
何
か
習
い
事
を
始
め
よ
う

と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
幼
少
期
に
書
道

を
習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
書
道
を
も

う
一
度
始
め
て
み
よ
う
か
、
身
体
の
こ

と
を
考
え
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
て
み

よ
う
か
…
と
色
々
と
考
え
て
い
た
時
、

心
に
衝
撃
を
受
け
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

と
あ
る
休
日
、
近
所
の
公
園
に
遊
び

に
行
く
と
、
遠
く
か
ら
音
楽
が
聴
こ
え

て
き
た
の
で
近
づ
い
て
い
く
と
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
観
た
瞬
間
、「
こ
れ
が

や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
た
の
で
す
。

自
宅
に
帰
り
、
近
く
に
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
が
無
い
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を

行
い
、
仕
事
帰
り
で
も
通
え
る
範
囲
内

で
教
室
を
見
つ
け
、
翌
日
に
は
フ
ラ
ダ
ン

ス
体
験
の
予
約
を
行
い
ま
し
た
。
後
日
、

予
約
し
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
に
参
加
し
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
や
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
な
ど

を
学
び
、
私
は
体
験
を
行
っ
た
日
に
そ

の
ま
ま
入
会
を
決
め
ま
し
た
。

今
改
め
て
考
え
る
と
、
臆
病
で
一
人

で
行
動
す
る
こ
と
が
苦
手
な
私
が
誰
に

も
相
談
せ
ず
、
何
か
に
突
き
動
か
さ
れ

る
か
の
よ
う
に
行
動
出
来
た
の
は
、
私

に
と
っ
て
あ
の
日
観
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ

ョ
ー
が
そ
れ
だ
け
物
凄
く
心
を
打
た
れ

る
出
会
い
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
は

こ
こ
で
私
が
心
を
打
た
れ
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
は
か
る
」
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る

皆
様
の
中
に
は
、
十
数
年
前
に
公
開
さ

れ
た
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
と
い
う
映
画
を

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ち
ら
の
映
画

の
中
で
も
少
し
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

私を変えてくれた出会いと 私を変えてくれた出会いと 
大切な仲間大切な仲間

相場　沙由里
Aiba Sayuri

株式会社オーバル
管理部総務グループ課長
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説
明
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
歴
史
や
起
源
に
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
フ
ラ
（hula

）
は
ハ

ワ
イ
語
で
『
踊
り
』
を
意
味
し
て
お
り
、

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
先
史
時
代
の
ハ

ワ
イ
で
は
、
フ
ラ
は
歴
史
の
継
承
と
い

う
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
フ
ラ
は
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な
音
楽

で
は
な
く
、
チ
ャ
ン
ト
（
詠
唱
）
や
太

鼓
の
音
と
と
も
に
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
踊
り
は
チ
ャ
ン
ト
の
内
容
を

体
現
す
る
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
よ
う
な

も
の
で
し
た
。

現
代
で
も
フ
ラ
は
手
の
動
き
で
人
や

愛
情
、
太
陽
、
月
、
雨
、
虹
、
花
、
山
、

風
、波
の
動
き
な
ど
を
意
味
し
て
い
て
、

手
の
動
き
だ
け
で
は
な
く
表
情
で
楽
し

み
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
怒
り
な
ど
を

表
現
す
る
な
ど
踊
り
で
曲
の
物
語
を
表

現
し
て
お
り
ま
す
。
今
度
フ
ラ
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
観
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ダ
ン
サ
ー
の
手
の
動
き
や
表

情
か
ら
物
語
を
想
像
し
て
頂
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

●
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
は
、
映

画
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
の
舞
台
と
な
っ
た

福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
内
の
舞
台
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
を
行
い
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
私
も
舞
台
で
踊
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
被
災

さ
れ
た
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
の
方
々
も
参
加

さ
れ
て
お
り
、
震
災
で
の
辛
い
思
い
を

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
素
敵
な
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
踊
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
そ

の
踊
り
を
見
て
、
人
の
強
さ
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
私
自
身
こ
れ
か
ら
も
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
に
勇
気
や

感
動
を
与
え
ら
れ
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
り

た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

●
大
切
な
仲
間

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
に
通
い
始
め
今
年

で
17
年
と
な
り
ま
す
。
17
年
と
聞
く
と

と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、あ
っ
と
い
う
間
の
17
年
間
で
し
た
。

私
が
今
で
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
奥
の

深
さ
や
踊
る
事
の
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
何
よ
り
も
か
け
が
え
の
な
い
仲
間

に
出
会
え
た
か
ら
で
す
。
年
齢
も
職
業

も
様
々
で
す
が
、
休
日
に
ラ
ン
チ
を
し

な
が
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
話
は
も
ち
ろ

ん
、
仕
事
で
の
悩
み
や
家
族
の
話
、
恋

愛
の
話
な
ど
、
気
兼
ね
な
く
話
が
出
来

る
仲
間
に
出
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
幸

せ
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
大
切
な
仲
間

と
、
大
切
な
時
間
を
共
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
広
が
っ
た
計
量
業
界

の
皆
様
と
の
ご
縁
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

スパリゾートハワイアンズにて

その他イベントでの写真
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CRDS 微量水分計
DewTracer mini CRDS-H2O

CRDS 微量水分計は、今まで測定が困難で
あった微量水分領域を含めた幅広い水分領域
を『高い応答性』と『高い精度』で『センサ
部の経年劣化無く』測定可能です。
従来型の露点計では対応が難しかった高純度
半導体用ガス製造管理や全固体電池製造工
程、熱処理工業炉など、最先端技術の研究開
発現場への用途拡大が期待できます。
●�水分測定範囲：12 ppb 〜 20 ppm（-100 〜
-55 ℃DP）（in N2）
●�応答時間：50 ⇔ 1000 ppb 変化における
90%応答時間 60sec
●�システム精度：± 4%または± 12 ppb の
大きい方

神栄テクノロジー株式会社
TEL.078-304-6795　FAX.078-302-1225
https://www.shinyei.co.jp/stc/

災害対応型高精度液面計

DSV X–2

高精度液面計の新モデル『DSV X-2』は、
液面センサーに世界初のタンク在庫量簡易表
示機能を標準装備し、地震などの災害による
大規模停電時でも地下貯蔵タンク在庫量を簡
易表示できます。また、同機能を用いて在庫
量の変動をチェックすることにより簡易漏え
い点検が可能で、安心して給油や荷卸しがで
きるなど災害時に重要な役割を果たします。
○�全国危険物安全協会における液相部漏えい
点検機器及び液相部常時監視機器の認定品
です（全危協評/第15号:高精度液面計仕様）
●計測タンク数：最大８タンク
●最大取付可能タンク高さ：約 3600mm
●防爆構造：本質安全防爆構造

昭和機器工業株式会社
TEL.03-3716-5777　FAX.03-3716-2384
https://www.showa-kiki.co.jp

マイコンライター
I.S.P シリーズ

ハンディタイプで持ち運びに便利なフラッ
シュ・ライタ「I.S.P-310」は、簡単 3ボタン
で操作に迷わずワンタッチで書込みが可能。
標準で最大 20 個／ 8Mバイトの書込みプロ
グラムを保持可能なほか、SDカード対応機
なら記録可能なプログラム数が増え、ログの
記録も可能になります。
リモートインタフェース内蔵で遠隔操作での
書込みができ、生産設備への組み込みに便利。
専用アダプタで最大 16 台のギャング化も可
能です。
定期的に無償アップデートで対応 CPU品種
を追加、セキュリティ強化など個別のカスタ
ム対応も承っております。

アイフォーコム京栄株式会社
TEL.042-577-3955　FAX.042-580-7222
https://k-kyoei.jp

耐圧防爆形 ミスター省エネ
無線通信ユニット

耐圧防爆形 ミスター省エネ 無線通信ユニッ
トは、防爆構造を必要とする現場において、
汎用的な耐圧防爆機器との組み合わせによ
り、無線通信で現場データの収集を実現する
無線ソリューションです。無線子機は流量パ
ルス入力ノード、アナログ入力ノード、温度
入力ノード、ルーター（中継器）、Modbus/
RTU ノードの５種類をラインアップしてお
り、工場全体の無線化を推進します。
【特長】
・�防爆エリアで多様な現場情報をワイヤレス
で収集。
・�汎用的な耐圧防爆形フィールド機器を無線
化できる。
・�アナログ入力ノードは内蔵電池から２線式
計器に電源供給が可能。
・様々な上位システムをカスタム構築可能。

株式会社オーバル
TEL.03-3360-5141　FAX.03-3365-8601
https://www.oval.co.jp

積算体積計　湿式ガスメータ
WS － 1PC 型

樹脂製で軽いポータブル湿式ガスメータで
す。液面設定は簡単なオーバーフロー式を採
用し、屋外など環境計測に最適です。
混合ガスも計測可能で繰り返し性にも優れて
おり、定量分析や触媒などの計量・計測にも
活躍する積算体積計です。
計測状態が見えるクリアタイプも新登場。
【仕様】
測定流量：（微小）1～ 300　（L/h）
　　　　　（標準）10 ～ 600　（L/h）
外形寸法：W214 × H260 × D223 ㎜
重　　量：2.3 ㎏
繰返し性：1/2Qmax 以上± 0.15%
　　　　　1/2Qmax 以下± 0.1%

株式会社シナガワ
TEL.042-378-2210　FAX.042-378-2216
https://www.shinagawa-net.co.jp/

デジタルマイクロメーター
防塵防水 データ転送機能付

測定値を専用アプリやパソコンの表計算ソフ
トにBluetooth で送信、管理できるデジタルマ
イクロメーターです。本体内蔵Bluetooth で、
専用受信機や送信機は不要です。水に濡れる
現場でも安心の防塵防水仕様、パイプの肉厚
測定に便利な球面アタッチメント付です。
●サイズ　0～ 25mm、25 ～ 50mm
●最大許容誤差　± 0.003mm
●最小読取値　0.001mm
●�防塵・防水性能　IP65
●�オートパワーオフ機
能付
● �Bluetooth 4.2、
　通信距離 7m
●�校正証明書（JCSS）
発行可能

シンワ測定株式会社
TEL.0256-63-8130　FAX.0256-63-8132
https://www.shinwasokutei.co.jp
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あ と が き

いよいよ今回が現行「はかる」の最終号となります。長年ご愛読頂き、改めて御礼申し上げます。
次号からのNEWはかるは、今年５月の発行を目指して編集作業を開始しております。
NEWはかるは、全ページカラー化、コンテンツの刷新、横書きの採用など全面リニューアルします。カラー
ページで写真を多用し、会員各社の紹介や業界のトピックス等について、情報発信を強化してまいります。
是非、次号をお楽しみ願います。
また、本会ホームページをリニューアルしました。全体的に見やすく、また、バナーも目立つデザインに
なりました。ホームページを訪問くださった方に、本会の会員に関する情報や活動状況を素早く提供できる
よう努めます。また、各種データベースを整備し、会員により多くの技術情報等を提供できるようにいたし
ます。NEWはかると合わせて、広報活動強化の成果となります。皆様にはホームページにアクセスいただき、
構成や掲載情報に関し、ご意見をいただければと考えております。更なる改良にご協力をいただけますと幸
いです。

出　展　者　募　集

#はかる
〜はかるとつくるサステナブルな未来〜


